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会長挨拶� 会　長　細澤　哲哉
　Cogito�ergo�sum「我思う、ゆえに我あり」高校の哲学
の授業で習ったフランス人哲学者ルネ・デカルトの著書に
書かれた有名な言葉です。当時は意味など理解できずテ
ストのための単語として記憶していたと思いますが、なぜ
か今もなお記憶に残っている言葉です。私のような凡人に
は本来の意味など理解できませんが、毎日テレビ、ラジオ、
新聞により情報が一方的に流され、インターネットで欲し
い情報が瞬時に手に入る現在こそ再度考えるべき言葉で
はないでしょうか。デカルトはこの世で「最も確かなこと」
は何だろうか。そして、この世で「全く疑う余地のないこ
と」は何だろうかと考えました。そこで今、目の前にある世
界は本物なのであろうかと考え、今見ていることは幻なの
かもしれないし夢なのかもしれない。または実際には存在
していないものなのかもしれないと考え、それらが夢や幻
想でないことをどのように証明できるだろうか、そんなこと
は原理的にできないと唱えたのです。デカルトは全てを疑
い、疑い続け、正しいと言えるものは何かを根気強く考え
続け「我々が認識するものは、すべて嘘かもしれない。で
も、それを疑い続けているものがいるということだけは
真」であると考えたのです。よって、この世の全てのもの
が信じられないものであろうとも、そのことを疑っている
何者かが存在することは絶対的な真実であり、決して疑う
ことのできない確かな真実であるとしています。
　大手企業による製品データや検査データの改ざん、振
り込め詐欺、不動産詐欺等の話題が相変わらず毎日聞こ
えてきます。詐欺の被害に遭われる方の多くは、普段から
自分は大丈夫だと思っている方が多いそうです。甘い話は
そうそうにあるものではありません。このような時代だか
らこそ、まず疑い、自身で真実を突き止め、自身で納得
した行動をお願いいたします。

欠席者（12名）
服部君、實石君、髙地君、楠木君、
峯村君、峯尾君、森藤君、長橋君、
大熊君、向坂君、清君、上田君
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11月16日（金）
　免疫力を高める
� 中北薬品様

会員誕生日　渡辺　芳彦君、服部　哲雄君、
　　　　　　大熊　宏幸君
配偶者誕生日　積　　邦子様（惟貞君）
結婚記念日　大友　保志君、望月　美樹君

11月23日（金）　祝日休会
11月30日（金）
　イニシエーションスピーチ
� 会　員　　加部　慎也君
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紙面の都合により、一部を要約して掲載しました。

１�．例会変更のお知らせ
　裾　　　野…11/23（金・祝）は祝日休会
　沼津柿田川…11/21（水）は11/18（日）に例会変更
　富 士 宮 西…11/23（金・祝）は祝日休会
　長　　　泉…11/21（水）は11/17（土）移動例会
� 梅吉祭＠米山記念館
　　　　　　　11/28（水）は移動例会
　富　士　宮…12/3（月）は12/1（土）夜間例会
　　　　　　　12/24（月）は休会
　　　　　　　12/31（月）は休会
　沼　津　西…12/20（木）は12/22（土）
� クリスマス家族例会
　　　　　　　12/27（木）は裁量休会
２�．11/17（土）長泉ＲＣ主催「梅吉まつり」のご案内到
着　⇒米山梅吉記念館にて11：00〜15：00

　静岡第2グループとなり初の7ＲＣ対抗ゴルフコンペが
開催、大人数で賑やかにプレーされました。当Ｃからは
10名参加し、団体2位。個人では吉野君が5位、杉山君
が10位となりました。参加された皆様、お疲れ様でした。
参加者　實石君、峯尾君、三好君、森藤君、野口君、
大村君、大友君、杉山君、上田君、吉野君

７ＲＣ対抗ゴルフコンペ開催

2018.11.11㈰
於：東名カントリークラブ

♬手に手つないで♬

団欒のひととき

Ｇ補佐挨拶

新会員紹介

懇親会開会挨拶
沼津４ＲＣ合同例会　会長あいさつ
� 沼津西ＲＣ会長　鈴木　和憲
　沼津、沼津北、沼津柿田川の各ＲＣの皆様ようこそ
いらっしゃいました。本日は沼津 4クラブの合同例会で
す。日頃なかなか一緒に活動する機会のない皆様とこう
して一同に会して例会を開くことは、まさにロータリアン
の絆を深める良い機会だと思います。今夜のこの機会を
有意義にお過ごしいただきたいと思います。
　昨日､ 今年度ＲＩ会長のバリー･ラシン氏及びＲ財団
管理委員長のロン・Ｄ・バートン氏の連名でメールが届き
ましたのでご紹介いたします。
　11月は「Ｒ財団月間」です。先日の「世界ポリオデー」で
は大成功を収めることができました。皆様のご協力と支
援に心から感謝いたします。識字率向上、経済発展、健
康の促進、安全な水の提供、世界平和の活動など、あ
らゆる活動が財団を通じて実現しています。設立101年目
を迎えた今、財団はＲのエンジンとなり、クラブや地区
による大規模かつ持続可能なプロジェクトを支えており
ます。皆さんのクラブが大規模プロジェクトを検討してい
る場合は、ロータリアン行動グループ（ＲＡＧ）と協力す
ることも可能です。ＲＡＧは、マイクロクレジット、平和
と紛争解決、健康、災害支援、水と衛生など、特定分
野の専門知識と意欲をもったロータリアンとその家族や
学友で構成された国際的なグループです。専門知識・ス
キルの提供に加え、補助金申請、地域調査、パートナー
シップ、ファンドレイジング、モニタリングと評価において
もクラブを支援できます。ＲＡＧと連絡を取り、プロジェ
クトの企画段階から協力することをご検討ください。
　また、11/27の�Giving�Tuesday�に参加して、チャリ
ティ活動をもって「Ｒ財団月間」を締めくくりましょう。
　私たちはよく、Ｒ財団を「私たちの財団」と呼んでいま
す。ほとんどの慈善事業とは異なり、Ｒ財団は、真の意
味で私たちの財団なのです。なぜなら、Ｒ財団はＲファ
ミリーとその活動によって支えられているからです。今年
度、財団は既に222件の地区補助金（総額3,190万ドル）
と、41件のグローバル補助金（総額1,190万ドル）を承認
しました。恒久基金と年次寄付をさらに成長させ、効果
的で持続可能な未来を築いていくことが私たちの目標
です。これによってＲは、世代を超えて「インスピレーショ
ンになる」ことができるでしょう。感謝をこめて。




